
23 広報すおう大島 平成 29 年 ( 2017 年 )5 月号

（放送例）
直ちに避難。
直ちに避難。
屋内に避難してくださ
い。ミサイルの一部が
落下する可能性があり
ます。屋内に避難して
ください。

お知らせ５月

実施日

５
月

 24 日㈬、25 日㈭、 31 日㈬

６
月

１日㈭、７日㈬、８日㈭、14 日㈬、

15 日㈭

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目
的とした水中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあり
ます。

◆問い合わせ
介護保険課　地域包括支援センター

☎０８２０（７３）５５０６

大 島 医 学 会

「地域で暮らそう」
（阪井土地開発株式会社代表取締役）

　精神障がい者を中心に身体障がい者、刑余者等社会的弱者を
自ら管理するアパートで受け入れ、その方たちが自立して、地
域で安心した暮らしができるよう、地域住民の障がい者に対す
る理解を深め、医療・福祉・行政・地域が連携して生活を支援
する取り組みを続けています。

とき／５月２８日㈰　午後２時３０分～３時３０分
ところ／大島文化センター

第  30  回

主催　大島郡医師会
問い合わせ　 健康増進課 ☎ 0820（73）5504

特別講演

阪井 ひとみ 先生

公 開 講 演 会 の ご 案 内

講師

弾道ミサイル落下時の
行動について

弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。ミサイルが日本に落下する
可能性がある場合は、Ｊアラートを活用して、防災行政無線で特別なサイレン音と
ともにメッセージを流すほか、緊急速報メール等により緊急情報をお知らせします。

①速やかな避難行動 ②正確かつ迅速な情報収集
行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

できる限り頑丈な建物や地下街などに避難する。屋外にいる場合
建物がない場合

屋内にいる場合

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内または
　風上へ避難する。
●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。

物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。
窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。

国 民 保 護 ポ ー タ ル サ イ ト
武力攻撃やテロなどから身を守るために
事前に確認しておきましょう。

http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

ミサイル落下時には、こちらから政府の対応状況をご覧になれます

首相官邸ホームページ http://www.kantei.go.jp/

Twitter アカウント
首相官邸（災害・危機管理情報）＠ Kantei_Saigai

※弾道ミサイルが落下する可能性がある場合に
とるべき行動について、内閣官房ホームページ
の「国民保護ポータルサイト」に掲載されまし
たのでお知らせします。

■問い合わせ　総務課 消防防災班　☎ 0820（74）1000

メッセージが流れたら落ち着いて、直ちに行動してください。

竜崎温泉温水プール指導日
（５月 21 日～６月 20 日）

近くに
ミサイル
落下！


